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2,6-Dichlorophenol:ダニの1積 m̂btuomma

ameTlkaTlum の性フェロモン

2,6-Diclllorophenol.SexPheromoneortheLone

StarTick.R.S.T3ergcr.ScF'ence,177,704(1972).

成山になって2-6週間のダニ (Ambtyommaame･

yl'canum)をベンゼンで抽出し,フェロモンは弱慨性

という知見にもとづいて,抽出物を0.1N-NaOH と

n-ヘキサンで分配し,水屑を炭酸ガスで申和した後,

ベンゼンで抽乱 分取ガスクロマトグラフィ-(GLC)

によってフェロモンが印離された. (ダニ50,000頭か

ら約250IEg)

lR.GLCおよびTi爪スペクトルの知見から,フェ

ロモンは.2,6-dichlorophenolと同定きれた.

命成により紺た 2,6-dichlorophenolに対し.ダニ

の掛 ま,雌の抽山物に対する場合と同様な反応を示す.

10/Egを相生につければ,蛾の付前が促進されるが,

雌に対しては彫甥が認められない.また寄主に付若し

ている雄に対して移動を誘発すろが,雌に対しては.

このような反応を引き起こさない.

2,6-dichloropllenOlは,和が成虫になって4-5日

後に現われはじめ.2ま即可のうちに政市値7.0ppmに

述する.

フェノールは.すでに甲虫の1和 CostetytyazcaL･

ondfcaの牲フェロモンと同定されているが,天然有

槻tL純 化介物 部起上動物では見出されていない.人為

的に広くrl然界に撒かれた有機屯系化合物.2.6-

dichlorophenolやその前駅体が食物述机を通じてダ

ニに遊している可徳性があるが.寄主動物の血紋巾や

洞脱したBt:虫からは,ECD検山狩を絞った GLCで

は何も検出きれなかった. (若村定男)

ヒトリガの発香稔の dihydropyrrolizincの分泌

DihydropyrrolizineSecretionsAssociatedwith

CoremataofUtetheisaMoths(FamilyArctiidae).

C.C.J.CulvenorandJ.A.Edgar,Ex♪m'entEa,

28,627(1972).

ヒトt)ガの雑は.通'/lYhairpencil状の発不総をも

っていて.フェロモンを分泌していると考えられてい

ち.マグラチ7ウのhairpcncilについては.化学的

に研死されており.これとの閃逆性にBtt味をもった.

オーストラ.)アの取柄邦で.幼出時には Hetiotyo･

I)iumeuro♪aeum,EchJ'u桝Lycobsfs(ムラサキ科,

Boraginaceae)を専 らたべているヒトリガの1種

UtethesfaL)ullchcLoidesの雄260匹を採集した.腹部

を静かに押すと,hairpencilを拡げるので, これを

切りとって榔 目した.TLCでffi糾して,1-formy1-

7-hydroxy-6.7-dihydr0-51IIPyrrOlizine(I)を確認

している.halLrpenCilを切りと.･>1:あとの虫体.雌虫

体も分析したが,tは砕認されなかった.しかし,ア

ルカロイドをfHiしているので,さらに分析を行なっ

たところ.1雌当り130〃gのheliotropine,heleurine,
supinineが存在することがわかった. これらのアル

カロイドは.先にあげた食草の成分として知られてい

ち. RCHO
-/･.二l;-

(I)氏-OH

(I)R-H

U.toln'xは,U.♪utchcttoE'dcsと近縁種で非矧 こ

よく似ている.U.IoLrJ'xの食掛 まCrotalartamucro･

nataである. オーストラl)ア北部で,この雄を拙め

hairpencilを柚批 分析した紺札 Ⅰとtの混合物

を確認した.しかし,評しく朋べていくと,同位でも
Ⅰのみをもつ胴帖と.tとTの氾合物を令IJiするm体
とがあることがわかった.これは允叩の迎いによるの
か.氾伝rrJなものかはまだわからない.
hairpcncILlの抽出物に椛認されたこれらの化合物

がどんな役刑を黙しているのか,特に検べていないが,

マグラチyウにおけるとrl']じような作用をもっている

のであろう. (高橋正三)

幼若ホルモン頬梓体のカツオプシムシ生殖に対する

影野

ReductiorLOfFecundityandControlofthe

KhapraBeetlebyJuveniletiormoneMimics.

M.M.Metwally,F.Sellnaland V.L礼nda,

I.Eton.Entomol･.65,1603(1972)･

4群の juvenilehormone(JH と略)類緑休をFT]

いて.がソオブシムシ(Trogodermagranan'um)の

生刑にわよはす彫甥とJIIの苅穴をJTlいたyJ'除の可価

牡について.Wべた.用いた Jtl耶 刺 は々.cthy13,7.

ll-trimethy1-2-dodcccnoatc(I).cthy1ll-chlor0-

3,7,ll-trimcthy1-2-dodecenoate(日,ethy13,7,

ll-trimethy1-2,4-dodecadienoate(価),6,7-epoxy･

gerany13,4-methylendioxyphenyl(Ⅳ)である.こ

れらの化合物は,終令幼虫や桶に施用すると変闇を妨

げ,幼虫一蛸,煽一成虫の中間休を作る.しかし,柄

化してかなり時間がたってから施用するか,少量を施

用すると.成虫脱皮は妨げられないが,成虫の生燕能

刀 (矧 こ雌の卵虫の異符な変調)に影響をおよばす.
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T.granaTiumにおいては生卵311細胞が死亡し,那
母細胞が,卵黄A!に吸収され 卵肥細胞の過度の増生

がおこり結果として,那招.tの奇形をひきおこす.興昧

深いことにJH数緑体による卵斑の変調は,アルキル
化剤型の不妊効果と似ている.

JH 類縁体の蒸気が,T.gyanayiumにおよばす膨
響を見るため虫を400匹ずつのグループにわけて,そ

れぞれを400mlの円筒形のコンテナーに入れた. コ

ンテナーの下hGのところにプラスチックの網をおき,

その下に化合物をつけたロ紙を置いて結果をみた.

化合物 Ⅰ,Ⅰの茶気にさらした虫は,成虫にならず,
大 きな幼虫や帆でとまるものが多かった.他方,化合

物Ⅳは局所施用の場合化合物Ⅰより10倍も活性が高か

ったのに,蒸気として与えられると,成虫ID発育をあ

まり,阻苔しないようである. (北村実彬)

CodlingMotllの SexPheromone:群!造決定と

合成

sexPheromoneoitheCodlingMoth:Structure

andSynthesis.McDonough,L.M.,etall,Science,

177,177(1972).

Codlingmothのsexpheromoneは,すでに,雌

から抽出され官能基試験とGLCの知見から,不飽和

アルコールと推定されていた.蝉離した pheromone

は,GLCで生理活性部分と一致するili-ピークを与

えた.pheromoneはTI血分析によって.分子丑210

と分子式 Cl-t1280と決定された.UV,IR,NMRの

･知見から部分梢出を推定した.さらに pheromoneの

hydrogenolysisと Ozonolysis生成物の GLC と質

塁分析によって狩 られ る知見から,pheromoneは

7-methyl-3-propy1-2,6-decadien-1-01と推定 され

た.

Wjttig反応により,Pheromoneの4位の異性体を

合成した.4位の異性体のうち, (2Z,6E)の稲造を

持つものが.GLCでpheromoneと 同一のRt値を

与え.IRスペクトルもpheromoneと一致した.

野外での誘引TIB捉実験では,合成 pheromoneと天

然 pheromoneは.同じくらいの誘引性を示したが,

供試虫を1トラップ当り10FLg以上にしても,10頭の

雌を誘引非とした場合の15%程皮の誘引効果しか認め

られなかった.誘引効架が充分発抑されろには.何か

他の物質の存在が必要と考えられる.

すでに,Roelofsらは,(E.E.)-8,10-dodecadien-

トolがsexattractantであると報告しているが,sex

pheromoneの拙山,fii雄をして梢造決定したのでな

なく,モデル化合物のEAG測定を基礎にして推定し

たものである.上述したように,codlingmothに複

数の sexpheromoneが存在することが予想されて

はいるが,現時点では,codlingmothから(E.E･)-

8,10-dodecadien-1-01は見出されていない.

(岩村定男)

CodlingMothの SexAttractant- 規何異性

体を使った野外実験

.CodlingMotllSex Attractant-FieldTrials

IwithGeometricalIsomers.Roelofs,W.L.,etal･,

I.Econ.EniomoL.,65,1276(1972).

Codlingmoth,Las♪eyresia♪omonelLa(L･)(ハマ

キガ科)の sexattractant8-traps,10-LransIDodc･

cadien-1-01の誘引作用は,他の成何只性体によって

阻害される.

8-trams,10-tyans-Dodecadien-1-01(以下 t,I-iso･

merと省略) をアセチル化後,硝酸釦 シ1)カゲル
TLC上で展開,i,i-isomerに相当する部分をかき

取り,etl一erで抽出,抽出物はNaOH-EtOH系で加

水分解するという手唄で純粋 (98,%)にした.次いで,

他の異性体を含む混合物と誘引作用を比較した. トラ

ップ実験は,codlingmothの節2世代が飛びたつ8

月,40エーカー (約16ha)の.)ンゴ図で行なった.

純粋な attractant(i,I-isomer)は.以lruに川いた

attractant(i,トisomer80,%,C,Il1%,I.C9,%)

に比べると, トラップの雄成虫捕捉数が.2.5枯すぐ

れていた.C,i-isomerの比率の大きな氾令吻 (I.I14

,%.C,i82%.C,C4%)は.誘引力がE.I-isomcrJlt
独のときより80%減少する.しかも供試血を.9.1しても.

誘引力は変わらない.また,他の isomerが主である

混合物 (i,i8%.C,i20%,i.c10,C,C62,%)には,

ほとんど誘引力はない.純粋な t,i-isomerに C,C-

isomerを等盈加えると.誘引力は著しく(82-88%)

減少する.

幾何異性休は,それ自体でわずかながら.誘引性を

示すが,純粋なattractantのt,i-isomerと混合する

と,雄の誘引を阻害すると考えられている.

(At:村淀gj)
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